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SDラット 6週齢オスにアセトアミノフェンを 1000 
mg/kg腹腔内投与，3, 6, 12, 24時間後に剖検した
（APAP群）。次に，アセトアミノフェン 1000 mg/kg 
およびラパマイシン（Rap, オートファジー誘導剤）
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図 2.　アセトアミノフェンによる肝細胞傷害像およびオートファジー誘導の効果
